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扌㊧㊤ゴールを目指しスタートする小学生男
子（1.2.3 年生）の部㊨㊤区間を全力で走破し、
次のランナーにつなぎをたくす駅伝㊨㊦たす
きをつなぎ見事にゴールした駅伝㊧㊦たくさ
んの声援をうけゴールを目指す
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文化協会加盟団体紹介

かすみがうら市

カラオケ連合会

　歌声で心に安らぎを

　私たちは、市民の皆さまに安らぎを与え
るために、歌をつうじて活動をしています。
　平成 23年度も円滑かつ充実した文化活
動を行うことができました。
　今年度は活動範囲の拡張を図り、「声」を
生かした「人形劇」に挑戦。文化協会祭にも
初参加しました。
　歌声も、聞く人に満足感を与えなければ
なりません。そのためには、できる限りの
練習を続ける必要があります。
　今後も、文化協会の一員として歌唱力の
向上に努めてまいります。

代表 ▼菅原靖男
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　2月4日、多目的運動広場で市民マ
ラソン大会が開催されました。参加し
た選手たちは、青空の下はつらつとし
た顔でそれぞれの区間を走り抜けまし
た。入賞者は以下のとおり。

マラソン成績
【小学生男子1.2.3 年生】㊝佐藤優輝②塚本智史③小林良徳【小学生男子4.5.6 年生】㊝宮本光祐②大坂亮太③宮根拓巳
【小学生女子1.2.3 年生】㊝山口結愛②吉川愛美③宮崎千尋【小学生女子4.5.6 年生】㊝森作春香②寺嶋美遥③山崎桃歌
【中学生男子】㊝浅野聖太②藤㟢士文③塚本淳司【中学生女子】㊝鈴木諒香②岩本美沙紀③柴沼優衣
【一般男子】㊝稲垣陽平②塩谷二朗③辻井正紀【一般女子】㊝白鳥美智子②森作節子③岡田孝子
駅伝
【小学生男子】㊝千代田サッカースポーツ少年団E②牛渡スポーツ少年団A③霞ヶ浦サッカースポーツ少年団A
【小学生女子】㊝かすみがうら南J・ラビッツA②かすみがうらJVS③千代田ティンカーズA【中学生男子】㊝下稲吉中
学校野球部A②北中学校野球部A③レジェンドオブオムライス【中学生女子】㊝南中学校バスケット部②北中学校テニ
スＡ③北中学校卓球部【一般】㊝走友会A②KANKIJINチャレンジャー③スペシャルオリンピック日本・茨城A

扌庚申塚。右手奥は馬頭観音を祭る塚

まちの話題

➡長年、企業のマラソン選手として活躍してきた塩谷さん

扌職場やPTA活動などでの男女共同実践事例を発表する参加者

幸 市民懇談会と講話で男女共同を学ぶせな生活を送るために

　２月16日、「トンッ！トンッ！トンッ！トンッ！」とリズムの
よい手拍子にかけ声が響き渡る美並小学校。体育の授業で
KSC会員の塩谷二郎さん（宍倉）が、「スポーツの基礎とな
る体力・リズム感・バランス感覚などを身につけてほしい」
とボランティアで走り方の基本を指導しています。大森校
長も、「地域のさまざまな方が学校に関わっていただくこと
で、子どもたちが本当のコミュニケーションと連帯感を持つ
ことにつながる」と歓迎していました。

　2月4日、「男女が共同した地域づくり」をテーマに千
代田公民館で市民懇談会を開催しました。国の男女共
同参画会議専門委員として活躍している渥美由

なおき

喜先生を
コーディネーターに迎え、6人の市民パネリストが、男女
が協力している現状や今後の展望など活発な意見交換を
行いました。懇談後、ワークライフバランスについて渥美
先生の講演があり、男女が協力し生まれる幸せな生活を
考える良い機会となりました。

美 KSCなかよしスポーツクラブによるスポーツ指導並小学校でかけっこ教室

仲 市民マラソン大会

間の応援が心地よい


